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復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をい
ただいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」
を大切にしていきたいと思います。
復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

久慈市

　平成 23年 3月 11日午後 2時 4
6分､日本周辺での観測史上最大（発
生時点において）となるマグニチュ
ード 9.0 の巨大地震が発生しました。
　この地震により岩手県沿岸にも、
最大浸水高 18m以上（釜石市）、最
大遡上高（津波が陸上を這い上がっ
た最高地点）40m以上（大船渡市）
の津波が押し寄せました。

首都圏にお住まいの方を対象に、メールマガジン会員（いわて復興応援団員）を募集しています。登録
していただいた方には岩手県の復興の取組や観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

いわて復興応援メルマガ会員大募集！いわて復興応援メルマガ会員大募集！

いわて復興応援団 検索

知って､買って､食べて､行って 応援 ! 登録無料

飾られた祭壇

員が黙とうを捧げ、犠牲となった方
々へ哀悼の意を表しました。

KUJI

あの日から 8年
東日本大震災津波 岩手県・久慈市合同追悼式

【東日本大震災津波】

【岩手県・久慈市合同追悼式】
　その痛ましい震災から 8年を迎え
た 3月 11日（月）､津波被害を受け
た沿岸市町村をはじめ、県内各地で
追悼式が行われました。
　久慈市では「岩手県・久慈市合同
追悼式」が久慈市文化会館アンバー
ホール（同市川崎町）で執り行われ、
国や県、市の関係者、市民など約 5
50人が参列しました。
　会場では、政府主催の追悼式の中
継映像が映し出される中、地震が発
生した午後 2時 46分には参列者全

【復興への誓い】
　達増知事は「犠牲になられた方々
のふるさとへの思いを受け継いで、
この東日本大震災津波の事実を踏ま
えた教訓や復興の姿を後世や国内外
の人々に伝えながら、復興を進めて
いかなければなりません。今年は三
陸鉄道リアス線の開業や、三陸防災
復興プロジェクト 2019の実施、東
日本大震災津波伝承館の開館、ラグ
ビーワールドカップ 2019™釜石開
催と、岩手三陸に注目が集まること
から、復興の取組を進めるとともに、

国内外へ東日本大震災津波の教訓や
復興の姿を強く発信して参ります」
と式辞を述べました。
　また、遠藤久慈市長は「時の経過
とともに、この大震災の風化が懸念
されております。今を生きる私たち
は、犠牲となられた方々の御霊に報
いるためにも、震災の記憶を後世に
語り継いでいく使命を果たさなけれ
ばなりません」と述べました。
　続いて、安藤内閣府大臣政務官兼
復興大臣政務官をはじめ、御来賓の
追悼のことばの後、参列者は献花台
に白菊を手向け、あの日を思い出す
とともに、犠牲になられた方々に思
いを寄せました。

式辞を述べる達増知事 式辞を述べる遠藤久慈市長

献花台に花を手向ける参列者 参列者による献花



私たちは、人間の想像を超える被害をもたらす地震
津波の実態を後世に伝え、津波からあなたの命を確
実に救う手立てを説いていきます。

沿岸部と内陸部の高速道路ネットワーク直結 復興を牽引

東日本大震災津波で甚大な被害を受けた岩手県沿岸。復興が進む中、沿岸地域には、
災害に関する多くの教訓が残されています。
将来予想される大震災。突然襲いかかる様々な災害。そんな災害に備えるために、
岩手県沿岸地域から、未来のための教訓をお届けします。message

齊藤 賢治さん

大船渡市

未来へのメッセージ

経験を引き継ぐ防災教育を

（さいとう けんじ）

一般社団法人
大船渡津波伝承館
館長

　心理学に「正常性バイアス」という用
語があります。自分にとって都合が悪い
情報を無視したり、過少評価する心理で、
東日本大震災津波の際も、警報や避難指
示を受けても「自分は大丈夫」「今までに
ここまで津波が来たことがない」と判断
し、逃げなかったり、すぐに行動を起こ
さず逃げ遅れた方が大勢います。
　災害時にすぐに避難行動を起こさせる
のは、人の “恐怖心” です。

　3月 3日（日）、東北横断自動車道釜石秋田線、釜石
～花巻間のうち遠野住田 IC～遠野 IC（遠野道路）間が
開通。また、3月 9日（土）には、釜石 JCT～釜石仙人
峠 IC（釜石道路）間が開通し、同自動車道が全線開通し
ました。
　東北横断自動車道釜石秋田線は、釜石市を起点に、遠
野市、奥州市を経由し、花巻 JCTで東北自動車道に合流。
さらに北上 JCTで分岐し秋田市に至る総延長約 212km
の高規格幹線道路です。　
　同日には、三陸沿岸道路、仙台～八戸間のうち釜石南
IC～釜石 JCT（吉浜釜石道路区間内）間、釜石 JCT～釜
石両石 IC（釜石山田道路区間内）間も開通し、供用が開
始されました。
　沿岸部と内陸部が高速道路ネットワークで結ばれたの

■プログラム　【語り部による話】　
※要予約（予約は 3日前までにお願いいたします）
（1）10:00 ～　（2）13:30 ～
＊各回約 90分（津波映像を含む）
■会場　ご予約の際に会場をお伝え致します。
■資料代
大人（高校生以上）500円　中学生 300円
小学生 100円

大船渡市防災観光交流センターでの展示（3月末まで）

　東日本大震災津波の風化が懸念される
中、災害は、時が経つにつれて過ぎ去っ
ていくものではなく、新しい災害に近づ
いていると認識する必要があります。
　また、自然災害が発生した場合どう行
動するか、子どもたちに伝える必要があ
ります。
　「あなたに助かってほしいから」、そん
な私たちの思いに耳を傾けてください。

は本県史上初めて。沿岸の釜石市から内陸の花巻市まで
の所要時間が震災前と比較して約 25分短縮されること
になりました。
　今回の開通により、釜石港を利用した物流の効率性が
大きく向上し、岩手の産業・経済活動の更なる活性化が
期待されているほか、津波浸水区域を回避した緊急輸送
道路の信頼性が確保されるなど、三陸沿岸地域の復興の
力強い後押しとなるものです。
　また、本路線を利用した、沿岸地域の観光地や、6月
から三陸地域全体を舞台として開催する「三陸防災復興
プロジェクト 2019」、9月から釜石市
で開催される「ラグビーワールドカッ
プ 2019™」への、国内外からの来訪
者の増加も期待されます。

大船渡津波伝承館では、語り部のほか、大船渡町にあ
る復興伝承杭（みらいんや）を巡り、津波の教訓を歩
いて、見て、学ぶ「大船渡DE未来ウォークラリー」
や震災紙芝居「吉浜のおゆき」の上演（別途料金）も
行っています。

震災の学び information

■問い合わせ・申し込み■　津波伝承館事務局
TEL：0192-47-4408　FAX：0192-47-4428

メール : oft.tsunami.museum@gmail.com
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三陸沿岸道路
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東北横断自動車道釜石秋田線 全線開通・三陸沿岸道路「釜石南 IC～釜石両石 IC」開通

2019年度開通予定

3/9 の開通式でのテープカットの様子



東京都「復興応援・復興フォーラム
 2019  in 東京」開催 TOKYO

さんりくイベント情報

　2月 10日（日）、東日本大震災津波の風化防止を図り､
被災地に継続的な支援を呼び掛けようと「復興応援・復
興フォーラム 2019 in 東京」（主催：東京都、東北 4県
・東日本大震災復興フォーラム実行委員会）が、東京国
際フォーラム（東京都千代田区）で開催されました。
　小池東京都知事と被災県を代表して内堀福島県知事、
モデル･女優の武田玲奈さん（福島県いわき市出身）によ
るトークセッションが行われたほか、青森・岩手・宮城
・福島４県の復興の取組事例の発表がありました。岩手
県からは、三陸鉄道の中村一郎社長が登壇し、被災時の
対応や、この 3月のリアス線開通に向けた取組について
発表しました。
　また、東北 4県の特産品の販売や郷土料理の振る舞い
なども行われ、首都圏に向けて復興へ歩み続ける各県の
姿をPRしました。

2019.6.1 SAT-8.7 WED 岩手県の三陸沿岸地域で開催 !

「三陸防災復興プロジェクト2019」の
カウントダウンボードを設置しました。

岩手県

　三陸防災復興プロジェクト 2019の開幕まで 100日とな
った２月 21日（木）、三陸鉄道の久慈駅、宮古駅、釜石駅、
盛駅のほか、県庁と沿岸各地の合同庁舎にカウントダウン
ボードを設置しました。
　当日は、三陸鉄道釜石駅で、三陸防災復興プロジェクト
2019実行委員会副会長の野田釜石市長、山蔭駅長、石川
沿岸広域振興局長による設置式が行われました。
　６月１日の開幕に向け、岩手県内の鉄道やバスで広告を
行っていくほか、首都圏ＪＲの一部路線や都営地下鉄でも
中吊り広告を行います。
　今後更に、岩手県内の道の駅などの交通拠点や郵便局・
公共施設・商業施設等でもプロジェクト情報の発信を行っ
ていきますので、ご期待ください。

のどかな風景が広がる懐かしい雰囲気の中、地元で
採れた雑穀や野菜が販売されるほか、水車の実演が
行われます。また、軍配もちや青豆をすりつぶして
作った豆しとぎなど昔懐かしいふるさとの味が楽し
めます。

山根六郷くるま市
（水車まつり）
場所▶桂の水車広場

山根六郷研究会事務局
（久慈ステーションホテル内）
☎ 0194-53-5281

問い合わせ

久慈市
KUJI4/7

日

釜石大観音建立
50周年
仏舎利奉迎45周年
前日祭イベント
場所▶釜石大観音

釜石大観音
☎ 0193-24-2125

問い合わせ

釜石市
KAMAISHI4/7

日

釜石湾を一望する高台に立つ白亜の魚籃観音像「鎌崎
大観音」は、昭和 45年 4月建立。建立 50周年の感
謝事業として、7日、8日は拝観無料です。当日は、
地元伝統芸能奉納や各種コンサートが行われます。

トークセッションの様子

IWATE

大きな鳥居が目印の「愛宕神社参道」で
は、毎月 6の付く日に市日が開かれます。
「さんどう市」は毎月 6日と 26日、「16
日市」は毎月 16日。朝 8時半ごろから
開催され、参道の両脇には、田楽豆腐な
どの郷土料理や、地元の旬の食材や野菜、
花などが並びます。

さんどう市・
16日市

場所▶愛宕参道広場

野田村役場 産業振興課
☎ 0194-78-2926

問い合わせ

野田村
NODA4/6

土

岩手県ブースの様子

プロジェクトで実施する事業の詳細は、公式ホームページ
（https://sanriku2019.jp/）をご覧ください。

釜
石
駅
で
の
設
置
式
の
様
子

　　　　　　　今年の北山崎断崖クルーズ観光船運航
　　　　　　　がスタート。1周約 50分のクルーズ
では、北山崎の景勝を海上から臨場感たっぷりに見学
できます。船上ではウミネコの餌付けも体験できます。

北山崎
断崖クルーズ
観光船運航開始
場所▶島越港

ホテル羅賀荘
☎ 0194-33-2611
観光船発着所
☎ 0194-33-2113

問い合わせ

田野畑村
TANOHATA4/27

土

11/4
月・祝

4/16
火

4/26
金

　　　　　　　浄土ヶ浜を主会場に、GW期間中に開
催される「浄土ヶ浜まつり」。期間中は､シーカヤック
の体験試乗会や歌謡ショーなど、日替わりで様々なイ
ベントが行われます。

第40回
浄土ヶ浜まつり
場所▶浄土ヶ浜

一般社団法人宮古観光文化交流協会
☎ 0193-62-3534

問い合わせ

宮古市
MIYAKO4/27

土

5/6
月・祝

開催日：4/27 ( 土 ) ～ 4/29 ( 月･祝 )
　　　　5/3 ( 金･祝 ) ～ 5/6 ( 月･祝 )

この時期ならではの身が大きく旨味たっぷりの春カ
キが堪能できるお祭り。殻付きカキや水産物（ホタ
テ貝等）、水産加工品等の特産品販売が行われるほ
か、カキ・ホタテすくいなどのイベントも開催。購
入した商品を調理できるバーベキューコーナーもあ
ります。

三陸山田カキまつり

場所▶山田魚市場

山田の魅力発信実行委員会
（山田町商工会内）
☎ 0193-82-2515

問い合わせ

山田町
YAMADA4/28

日

東京都「復興応援・復興フォーラム
 2019  in 東京」開催 TOKYO

さんりくイベント情報

　2月 10日（日）、東日本大震災津波の風化防止を図り､
被災地に継続的な支援を呼び掛けようと「復興応援・復
興フォーラム 2019 in 東京」（主催：東京都、東北 4県
・東日本大震災復興フォーラム実行委員会）が、東京国
際フォーラム（東京都千代田区）で開催されました。
　小池東京都知事と被災県を代表して内堀福島県知事、
モデル･女優の武田玲奈さん（福島県いわき市出身）によ
るトークセッションが行われたほか、青森・岩手・宮城
・福島４県の復興の取組事例の発表がありました。岩手
県からは、三陸鉄道の中村一郎社長が登壇し、被災時の
対応や、この 3月のリアス線開通に向けた取組について
発表しました。
　また、東北 4県の特産品の販売や郷土料理の振る舞い
なども行われ、首都圏に向けて復興へ歩み続ける各県の
姿をPRしました。

2019.6.1 SAT-8.7 WED 岩手県の三陸沿岸地域で開催 !

「三陸防災復興プロジェクト2019」の
カウントダウンボードを設置しました。

岩手県

　三陸防災復興プロジェクト 2019の開幕まで 100日とな
った２月 21日（木）、三陸鉄道の久慈駅、宮古駅、釜石駅、
盛駅のほか、県庁と沿岸各地の合同庁舎にカウントダウン
ボードを設置しました。
　当日は、三陸鉄道釜石駅で、三陸防災復興プロジェクト
2019実行委員会副会長の野田釜石市長、山蔭駅長、石川
沿岸広域振興局長による設置式が行われました。
　６月１日の開幕に向け、岩手県内の鉄道やバスで広告を
行っていくほか、首都圏ＪＲの一部路線や都営地下鉄でも
中吊り広告を行います。
　今後更に、岩手県内の道の駅などの交通拠点や郵便局・
公共施設・商業施設等でもプロジェクト情報の発信を行っ
ていきますので、ご期待ください。

のどかな風景が広がる懐かしい雰囲気の中、地元で
採れた雑穀や野菜が販売されるほか、水車の実演が
行われます。また、軍配もちや青豆をすりつぶして
作った豆しとぎなど昔懐かしいふるさとの味が楽し
めます。

山根六郷くるま市
（水車まつり）
場所▶桂の水車広場

山根六郷研究会事務局
（久慈ステーションホテル内）
☎ 0194-53-5281

問い合わせ

久慈市
KUJI4/7

日

釜石大観音建立
50周年
仏舎利奉迎45周年
前日祭イベント
場所▶釜石大観音

釜石大観音
☎ 0193-24-2125

問い合わせ

釜石市
KAMAISHI4/7

日

釜石湾を一望する高台に立つ白亜の魚籃観音像「鎌崎
大観音」は、昭和 45年 4月建立。建立 50周年の感
謝事業として、7日、8日は拝観無料です。当日は、
地元伝統芸能奉納や各種コンサートが行われます。

トークセッションの様子

IWATE

大きな鳥居が目印の「愛宕神社参道」で
は、毎月 6の付く日に市日が開かれます。
「さんどう市」は毎月 6日と 26日、「16
日市」は毎月 16日。朝 8時半ごろから
開催され、参道の両脇には、田楽豆腐な
どの郷土料理や、地元の旬の食材や野菜、
花などが並びます。

さんどう市・
16日市

場所▶愛宕参道広場

野田村役場 産業振興課
☎ 0194-78-2926

問い合わせ

野田村
NODA4/6

土

岩手県ブースの様子

プロジェクトで実施する事業の詳細は、公式ホームページ
（https://sanriku2019.jp/）をご覧ください。

釜
石
駅
で
の
設
置
式
の
様
子

　　　　　　　今年の北山崎断崖クルーズ観光船運航
　　　　　　　がスタート。1周約 50分のクルーズ
では、北山崎の景勝を海上から臨場感たっぷりに見学
できます。船上ではウミネコの餌付けも体験できます。

北山崎
断崖クルーズ
観光船運航開始
場所▶島越港

ホテル羅賀荘
☎ 0194-33-2611
観光船発着所
☎ 0194-33-2113

問い合わせ

田野畑村
TANOHATA4/27

土

11/4
月・祝

4/16
火

4/26
金

　　　　　　　浄土ヶ浜を主会場に、GW期間中に開
催される「浄土ヶ浜まつり」。期間中は､シーカヤック
の体験試乗会や歌謡ショーなど、日替わりで様々なイ
ベントが行われます。

第40回
浄土ヶ浜まつり
場所▶浄土ヶ浜

一般社団法人宮古観光文化交流協会
☎ 0193-62-3534

問い合わせ

宮古市
MIYAKO4/27

土

5/6
月・祝

開催日：4/27 ( 土 ) ～ 4/29 ( 月･祝 )
　　　　5/3 ( 金･祝 ) ～ 5/6 ( 月･祝 )

この時期ならではの身が大きく旨味たっぷりの春カ
キが堪能できるお祭り。殻付きカキや水産物（ホタ
テ貝等）、水産加工品等の特産品販売が行われるほ
か、カキ・ホタテすくいなどのイベントも開催。購
入した商品を調理できるバーベキューコーナーもあ
ります。

三陸山田カキまつり

場所▶山田魚市場

山田の魅力発信実行委員会
（山田町商工会内）
☎ 0193-82-2515

問い合わせ

山田町
YAMADA4/28

日



気仙大工左官伝承館

いわて震災津波アーカイブ～希望～

いわて震災津波アーカイブ 検索

いわて復興だより 第 147号　平成 31年 3月 25日号　企画・発行：岩手県復興局復興推進課　☎ 019-629-6945
編集・印刷：シナプス

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 31年 4月 25日号の発行を予定しています。

いわて復興だより Web
一部ニュース、いわてさんりくびとを
動画で紹介。
ビジュアル豊富なWebもご覧下さい。

20万点を超える資料を検索・閲覧できます。

野田村出身。
久慈市の高校を卒業後、3年ほどスーパーの鮮魚部
門に勤務。野田村に戻ってからは、漁協の定置網の
仕事や家業のホタテの養殖に携わる。
ホタテの販売が好調になった頃、東日本大震災津波
が発災。津波の被害を乗り越え、事業を再開すると
ともに、地域ブランド確立のために力を注ぐ。

PROFILE

　連載「いわてさんりくびと」では､被災地・三陸の復
興に向け、熱い想いを秘め、活躍する方々を紹介してい
きます。「未来のさんりくびと」に続き、第 92回目は､
安藤 正樹さんを紹介します。

多くの方へ感謝 !!
今後もおいしい
『荒海ホタテ』を
がんばって育てます !!

地域ブランドに手応えを

野田村漁業協同組合
野田養殖組合理事
安藤 正樹

（あんどう まさき）さん

　「平成 26年、漁師、漁協、行政、産直の立場
を超え、野田村の海産物のブランド化を目的に
“荒海団” を結成しました。“荒海ホタテ” は野
田産の稚貝だけを使い、餌となるプランクトン
が豊富で潮の流れも早い外海で育てています。
出荷までに数回貝を引き上げて付着物を取り除
く作業を繰り返すなど、きめ細かな生産管理を
行い、甘みが濃く肉厚なホタテが好評を得てい
ます」と安藤さんは、商品価値とブランド化に
手応えを感じています。

後継者を育てる仕組みづくりも課題

　東日本大震災津波で、約 220隻あった野田村
の漁船は、2隻を残すだけの壊滅的な被害を受
けましたが、震災後は、その 2隻の船を共同利
用し漁を再開。震災前の 10分の 1だった生産
量も震災前とほぼ同量に回復しました。
　その中安藤さんは、ほかの地域にはない良質
なホタテの生産に力を注いでいます。

　平成 29年、農林水産省の「産品を地名と結
びつけ地域ブランドとする地理的表示保護制度
（GI）」に登録された “岩手野田村荒海ホタテ”。
　「これまで応援してくださったみなさんに恩返
しの気持ちも込め、イベントへの出店など、足
を運んで交流を継続し、“荒海ホタテ” を知って
もらいたいと思います。これからは生産量を増
やすことと、後継者を育てる仕組みづくりが必
要だと思います」と安藤さんは語ります。

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

岩手県の被害状況 平成31年 2月 28日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,673 人　行方不明者：1,114 人
　　　　　　死者（関連死）：467人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,079 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶義援金受付状況　約 186億 6,997 万円（96,477 件）
▶寄付金受付状況　約 199億 6,552 万円（8,881 件）
▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 96億 2,395 万円（22,883 件）

平成 31年 2月 28日現在

<<<

市民の森「気仙大工左官伝承館」ぶらり
三陸

盛岡市

花巻市

宮古市

釡石市

陸前高田市小友町の箱根山に位置する「市民の森」には、展望施設やアスレチック施設、バーベキュー広場、
遊歩道などがあり、森林レクリエーションを楽しむことができるほか、気仙大工の優れた技を後世に伝える
「気仙大工左官伝承館」があります。

久慈市

★

　「気仙大工」は、陸前高田市の小友町が発祥の地と言われる大工集団で、江戸時代より、
農民が生活を支えるために大工の仕事に従事し、神社仏閣の建築のほか、建具や彫刻など
の技を持つことから、技術力が全国的に高く評価されています。
　気仙大工の技で、明治初期の気仙地方の民家を再現した「気仙大工
左官伝承館」は、当時の建築様式により、材料はすべて気仙スギなど
の地元材を使用したもので、母屋は、茅葺（かやぶき）屋根の木造平
屋建てで、趣ある庭を備え、縁側からは広田湾を一望することができ
ます。

■住所：陸前高田市小友町字茗荷 1-237
■開館時間：9：00～ 16：00
■休館日：毎週水曜日（祝祭日の時は翌日）、12/29 ～ 1/3
■入場料：無料
■問い合わせ：気仙大工左官伝承館
　　　　　　　TEL & FAX：0192-56-2911

陸前高田市
RIKUZENTAKATA

陸前高田市


